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第
二
教
育
団
廃
止
行
事

新
生
！
第
四
十
七
普
通
科
連
隊

副
連
隊
長

二
佐

吉
武

克
紀

「
一
生
懸
命
」

最
先
任
上
級
曹
長

准
尉

前
本

邦
彦

「
ネ
バ
ー
・ギ
ブ
ア
ッ
プ
！
」

「
百
事
み
な
防
衛
行
動
を
も
っ
て
基
準
と
す
べ
し
」

本
部
管
理
中
隊
長

一
尉

三
上

晃

「
部
隊
と
し
て
の
能
力
発
揮
の
基
は
『
和
』」

第
一
中
隊
長

一
尉

原
田

誠
二

「
何
事
も
全
力
を
尽
く
す
。
」

（団
創
立
記
念
日
行
事
・模
擬
戦
中
隊
長
）

第
二
中
隊
長

三
佐

細
野

容
司

「
や
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
ま
で
や
る
か
を

そ
こ
ま
で
も
。
」

第
三
中
隊
長

一
尉

小
田

幸
男

「
志
は
高
く
、
目
線
は
低
く
。
」

「
常
に
変
化
を
求
め
、
探
求
心
の
向
上
を
図
る
」

連
隊
長

一
佐

森
川

建
司

「至
誠
・克
己
・利
他
」

「誇
り
・情
熱
・実
行
」

三
月
二
十
七
日
、
中
部
方
面
混
成
団

（団
長

上
野
惠
一
佐
）は
、
大
津
駐
屯

地
に
お
い
て
中
部
方
面
総
監
部
幕
僚

副
長
・山
下
裕
貴
陸
将
補
の
立
会
を
い

た
だ
き
、
編
成
完
結
式
を
挙
行
し
た
。

中
部
方
面
混
成
団
は
、
第
一
戦
部
隊

の
縦
深
戦
力
と
し
て
の
重
要
な
役
割

を
担
う
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
と
、

方
面
隊
の
曹
士
教
育
専
任
部
隊
と
し

て
人
的
基
盤
の
育
成
に
重
要
な
役
割

を
担
う
第
四
陸
曹
教
育
隊
、
第
一
〇

九
・第
一
一
〇
教
育
大
隊
か
ら
成
る

編
合
部
隊
で
あ
り
、
新
た
な
脅
威
や

多
様
な
事
態
へ
の
対
応
か
ら
、
方
面
隊

と
し
て
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
の
柔

軟
性
の
あ
る
運
用
と
、
陸
曹
・陸
士
及

び
即
応
予
備
自
衛
官
等
に
対
す
る
、

よ
り
質
の
高
い
教
育
訓
練
の
実
施
を

求
め
る
事
を
狙
い
と
し
て
編
成
さ
れ

た
。

式
の
中
で
上
野
団
長
は
、

『融
和
団
結
』

『よ
り
質
の
高
い
教
育
訓
練
』

を
要
望
事
項
に
上
げ
、
「こ
の
要
望
す

る
と
こ
ろ
は
、
混
成
団
は
各
部
隊
が
即

応
予
備
自
衛
官
等
の
教
育
訓
練
と
曹

士
の
教
育
訓
練
と
い
う
類
似
し
た
と

こ
ろ
、
ま
た
、
普
通
科
部
隊
と
教
育
専

任
部
隊
と
い
う
異
な
る
と
こ
ろ
を
持

ち
合
わ
せ
る
部
隊
で
編
成
さ
れ
、
そ

の
特
色
の
良
き
と
こ
ろ
を
積
極
的
に

助
長
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
混
成
団
の

全
隊
員
が
そ
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

と
誇
り
を
堅
持
し
、
各
々
の
職
務
を

遂
行
す
る
こ
と
、
そ
し
て
各
部
隊
長
を

核
心
に
強
固
な
団
結
の
下
、
厳
正
な

規
律
を
維
持
し
、
士
気
高
ら
か
な
部

隊
を
着
実
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を

期
待
す
る
。
」
と
訓
示
し
た
。

山下幕僚副長から団旗を授与される上野団長

三
月
二
十
六
日
、
第
四
十
七
普

通
科
連
隊
（連
隊
長

森
川
建
司

一
佐
）は
、
所
在
す
る
海
田
市
駐

屯
地
に
お
い
て
、
中
部
方
面
混
成

団
長

上
野
一
佐
か
ら
連
隊
旗
を

授
与
さ
れ
た
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、
平

成
十
一
年
三
月
に
陸
上
自
衛
隊

で
初
め
て
常
備
自
衛
官
と
即
応
予

備
自
衛
官
か
ら
な
る
普
通
科
連

隊
と
し
て
、
第
十
三
旅
団
隷
下
の

海
田
市
駐
屯
地
に
創
隊
さ
れ
た
。

こ
の
度
、
中
部
方
面
混
成
団
新

編
に
お
い
て
、
常
備
自
衛
官
・即
応

予
備
自
衛
官
の
増
員
、
新
装
備
の

導
入
等
、
よ
り
一
層
の
戦
力
強
化

が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
第
十
三

旅
団
か
ら
離
れ
、
新
た
な
第
四
十

七
普
通
科
連
隊
が
誕
生
し
た
。

主
要
指
揮
官
等
の
紹
介
（モ
ッ
ト
ー
）

第２教育団本部廃止式

第２教育団記念碑と団友の会役員等

三
月
二
十
五
日
、
第
二
教
育

団
本
部
は
大
津
駐
屯
地
第
一
教

場
に
お
い
て
、
廃
止
式
を
挙
行
し

た
。第

二
教
育
団
は
昭
和
三
十
四

年
八
月
に
創
隊
以
来
、
方
面
隊

唯
一
の
曹
士
教
育
専
任
部
隊
と

し
て
、
「部
隊
に
お
い
て
真
に
役

立
つ
隊
員
の
育
成
」を
目
標
に
、

延
べ
約
二
十
五
万
五
千
名
に
及

ぶ
隊
員
を
教
育
し
て
部
隊
に
送
り

出
し
、
四
十
九
年
の
輝
か
し
い
歴
史

に
幕
を
閉
じ
た
。

団
友
の
会
（会
長

山
下
照
夫
氏
）

は
、
教
育
団
の
功
績
を
後
生
に
残

す
た
め
、
記
念
碑
を
本
部
庁
舎
前

に
寄
贈
し
た
。

団
長
か
ら
友
の
会
に
対
し
、
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

団
の
新
看
板
設
置

中
部
方
面
混
成
団
の
編
成
完

結
に
伴
い
、
団
の
部
隊
看
板
も

一
新
さ
れ
た
。

三
月
二
十
七
日
、
団
は
、
団
長

以
下
各
部
隊
長
参
列
の
下
、
大

津
駐
屯
地
の
正
門
と
本
部
庁
舎

に
掲
げ
た
新
看
板
の
除
幕
式
を

実
施
し
た
。

正門看板を除幕する団長と最先任上級曹長

本部庁舎玄関の看板を寄贈する水元氏

本
部
庁
舎
玄
関
の
団
本
部
の

看
板
は
、
水
元
與
太
郎
氏
の
ご

好
意
で
寄
贈
さ
れ
た
。

な
お
、
水
元
氏
は
大
津
駐
屯

地
に
所
在
す
る
第
四
陸
曹
教
育

隊
と
第
一
〇
九
教
育
大
隊
に
も

同
様
の
新
看
板
を
寄
贈
さ
れ
た
。
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中部方面混成団・大津駐屯地

創立記念日行事

栄
え
あ
る

団
長
・司
令
感
謝
状
贈
呈
式

団
長
感
謝
状
受
賞
者

司
令
感
謝
状
受
賞
者

五
月
十
一
日
、
中
部
方
面
混
成

団
及
び
大
津
駐
屯
地
（団
長
兼
駐

屯
地
司
令

上
野
惠
一
佐
）
は
、

国
会
議
員
、
滋
賀
県
副
知
事
、
大

津
市
長
は
じ
め
、
各
自
治
体
・
協

力
団
体
、
近
傍
駐
屯
地
か
ら
部
内

外
多
数
の
来
賓
の
出
席
を
得
て
、

中
部
方
面
混
成
団
新
編
後
、
初
の

創
立
記
念
日
行
事
を
盛
大
に
挙

行
し
た
。

当
日
は
、
前
日
ま
で
降
り
続
い

た
雨
も
早
朝
に
は
上
が
り
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
て
約
四
千
三
百
名
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

観
閲
式
は
、
中
部
方
面
混
成
団

副
団
長
（
大
谷
昭
次
郎
一
佐
）を

観
閲
部
隊
指
揮
官
と
し
て
、
第
四

十
七
普
通
科
連
隊
の
即
応
予
備

自
衛
官
二
百
八
十
名
を
含
む
約

千
六
百
名
の
隊
員
が
参
列
し
た
。

団
長
は
式
辞
で
、
「い
つ
・何
が
・

ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
我
々
は
今

後
予
想
さ
れ
る
厳
し
い
任
務
に
迅

速
に
対
応
し
得
る
態
勢
の
整
備
と
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
必
ず
や
達

成
し
う
る
実
力
を
蓄
え
て
お
く
事

が
肝
要
で
あ
る
。
第
四
十
七
普
通

科
連
隊
に
あ
っ
て
は
、
第
一
線
の

普
通
科
部
隊
と
し
て
十
分
な
戦
力

を
発
揮
し
得
る
よ
う
着
実
な
練

成
に
努
め
、
教
育
部
隊
に
あ
っ
て

は
、
野
戦
に
お
け
る
戦
闘
員
と
し

て
部
隊
に
お
い
て
真
に
役
立
つ
隊

員
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
を
要

望
す
る
。
」と
述
べ
た
。

観
閲
行
進
で
は
、
中
部
方
面
音

楽
隊
（伊
丹
）が
演
奏
す
る
中
、
こ

の
春
に
入
隊
し
た
第
一
〇
九
・第

一
一
〇
教
育
大
隊
の
新
入
隊
員
、

第
四
陸
曹
教
育
隊
の
陸
曹
候
補

生
・上
級
陸
曹
学
生
及
び
第
四
十

七
普
通
科
連
隊
の
即
応
予
備
自

衛
官
が
威
風
堂
々
と
行
進
し
、
大

き
な
拍
手
を
浴
び
た
。

式
典
後
は
、
中
部
方
面
音
楽
隊

に
よ
る
音
楽
演
奏
、
続
い
て
第
四

十
七
普
通
科
連
隊
に
よ
る
現
代

戦
を
想
定
し
た
迫
力
あ
る
模
擬

戦
、
第
一
空
挺
団
（習
志
野
）隊
員

三
名
に
よ
る
自
由
降
下
が
実
施

さ
れ
、
見
学
者
を
圧
倒
・魅
了
し

た
。そ

の
後
は
、
祝
賀
会
食
、
数
々
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、

来
隊
し
た
来
賓
・市
民
に
、
中
部

方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地

に
対
す
る
一
層
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

観閲官の巡閲を受ける参列部隊

観閲部隊指揮官 副団長 大谷１佐

多くの来賓の下、式辞を述べる観閲官

観閲官 団長兼駐屯地司令 上野１佐

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

理
事

有
限
会
社

ダ
イ
ツ
ウ

取
締
役
会
長

第
一
一
〇
教
育
大
隊
教
友
会

（団
体
）

有
限
会
社

む
ら
喜

専
務

大
津
駐
屯
地
売
店
会
（団
体
）

滋
賀
県
防
衛
協
会
女
性
部

副
部
長

大
津
市
議
会
議
員

小橋 公 様水元 與太郎 様
（代表）

竹本 隆好 様村上 雅昭 様

（代表）

山上 穣 様
宮尾 孝三郎 様 福永 昭子 様

中
部
方
面
混
成
団
及
び
大

津
駐
屯
地
は
、
創
立
記
念
日

行
事
に
合
わ
せ
て
、
感
謝
状
贈

呈
式
を
挙
行
し
た
。

平
素
か
ら
我
が
国
の
防
衛
と

自
衛
隊
の
任
務
に
深
い
ご
理

解
を
寄
せ
ら
れ
、
永
年
に
わ

た
り
ご
功
績
の
あ
っ
た
七
名

の
方
々
に
対
し
、
中
部
方
面
混

成
団
長
・大
津
駐
屯
地
司
令

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
観
閲

式
に
お
い
て
各
々
に
紹
介
さ

れ
た
。
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大和ハウス工業

創立記念日行事フォトスポット
迫力！４７普連の模擬戦 威風堂々！観閲行進

楽しさいっぱい！アトラクション

中方音楽隊による華麗な音楽演奏

見て触って！装備品展示

精強！空挺隊員による自由降下

琵琶湖ならでは！３施大による体験上船人で埋め尽くされた模擬売店会場 子供に大人気の高機動車試乗

１１０教大の一般陸曹候補生 １０９教大の女性新隊員

４曹教の陸曹候補生４７普連の即応予備自衛官

祝賀ムードに満ちた会食場

貴重な資料展示の資料館

オートバイでの走行射撃

火を吐くFH-７０

戦車・LAVによる攻撃前進

UH-1による掃討射撃



第１号 か け は し 平成２０年６月３０日発行（４）

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊
・
第
一
一
〇
教
育
大
隊

四
月
十
五
日
、
第
四
十
七
普
通
科

連
隊
は
、
団
長
の
初
度
視
察
を
受
け

た
。幹

部
挨
拶
に
始
ま
り
、
状
況
報
告
、

営
内
巡
視
及
び
団
長
訓
示
受
け
が

整
斉
と
実
施
さ
れ
た
。

当
日
の
夜
は
、
広
島
市
内
の
ホ
テ

ル
で
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
素
晴
ら
し

い
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
で
参
加
者
を
魅

了
し
た
浅
野
三
尉
が
、
連
隊
後
援
会

会
長
（谷
崎
續
氏
）か
ら
褒
賞
さ
れ

た
。

谷崎会長と浅野３尉 団長訓示受け

営内巡視

第
四
陸
曹
教
育
隊
（隊
長

有
吉

哲
郎
一
佐
）は
、
四
月
二
日
か
ら

六
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
、
第
三

六
期
陸
曹
基
礎
英
語
、
第
一
一
二

期
初
級
陸
曹
特
技
、
第
一
一
三
期

陸
曹
候
補
生
、
第
一
五
五
期
陸
曹

上
級
の
課
程
教
育
を
実
施
し
た
。

各
課
程
教
育
の
学
生
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
基
礎
的
な
知
識
、
技
能
及

び
体
力
・気
力
を
養
い
、
今
後
の
各

部
隊
で
の
原
動
力
と
し
て
、
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

部
隊
投
稿
文

第１１３期陸曹候補生課程「攻撃」

第１１２期初級陸曹特技課程「戦闘射撃」第１５５期上級陸曹課程「総合訓練」

◆

第
一
一
〇
教
育
大
隊
教
友
会
の
新
隊
員
激
励

五
月
二
十
六
日
、
第
一
一
〇
教

育
大
隊
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
協
力
団
体

「
教
友
会
」（会
長

竹
本
隆
好
氏
）

は
、
今
年
度
善
通
寺
駐
屯
地
か
ら

海
田
市
駐
屯
地
へ
派
遣
さ
れ
、
一

般
陸
曹
候
補
生
課
程
の
教
育
を
実

施
し
て
い
る
第
三
三
三
共
通
教
育

中
隊
の
二
十
五
キ
ロ
行
進
訓
練
を

激
励
し
た
。

二
十
五
キ
ロ
行
進
時
に
お
け
る

教
友
会
の
「讃
岐
う
ど
ん
」に
よ
る

激
励
は
恒
例
で
あ
る
。
竹
本
会
長

は
じ
め
七
名
の
会
員
は
、
善
通
寺

市
か
ら
原
村
演
習
場
ま
で
の
三
時

間
に
及
ぶ
バ
ス
移
動
の
疲
れ
も
見

せ
ず
、
大
休
止
地
点
で
揃
い
の
法

被
を
着
て
大
隊
基
幹
隊
員
と
協
力

し
、
後
輩
た
ち
に
励
ま
し
の
声
を

掛
け
な
が
ら
手
際
よ
く
う
ど
ん
を

配
食
し
た
。

疲
労
困
憊
の
一
般
陸
曹
候
補
生

た
ち
は
、
準
備
さ
れ
た
う
ど
ん
を

全
部
た
い
ら
げ
、
沿
道
に
並
ん
で

拍
手
と
声
援
を
送
る
会
員
に
お
礼

の
言
葉
を
言
い
な
が
ら
、
元
気
よ

く
行
進
を
再
会
し
た
。

教
友
会
員
の
心
の
こ
も
っ
た
激

励
の
お
か
げ
で
、
善
通
寺
か
ら
遠

く
離
れ
た
海
田
市
で
教
育
を
受
け

て
い
る
隊
員
た
ち
も
、
第
一
一
〇

教
育
大
隊
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
、

心
に
刻
ん
だ
一
日
で
あ
っ
た
。

激励された教友会員

拍手と声援の中、歩く隊員たち

手際よいうどんの配食

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（大
隊
長

高
野
勇
人
二
佐
）は
、
一
般
陸
曹

候
補
生
（男
子
）三
二
八
名
と
新

隊
員
（
女
子
）一
〇
五
名
を
、
第
一

一
〇
教
育
大
隊
（大
隊
長

米
谷

哲
司
二
佐
）は
、
一
般
陸
曹
候
補

生
（
男
子
）三
七
四
名
を
四
月
九

日
か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
、

そ
れ
ぞ
れ
に
教
育
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
各
教
育
大
隊
が
所
在

駐
屯
地
で
の
受
入
許
容
人
数
を
大

き
く
越
え
た
た
め
、
一
〇
九
教
大

三
一
六
中
が
豊
川
駐
屯
地
で
一
四

一
名
を
、
一
一
〇
教
大
三
三
三
中

が
海
田
市
駐
屯
地
で
一
一
〇
名
を
、

そ
れ
ぞ
れ
出
張
し
て
教
育
を
実
施

し
た
。

新
入
隊
員
た
ち
は
、
二
十
五
キ

ロ
行
進
、
射
撃
検
定
及
び
体
力
検

定
の
他
、
基
本
教
練
・武
器
訓
練
・

歩
哨
訓
練
・戦
闘
訓
練
の
各
練
度

判
定
を
こ
な
し
、
六
月
二
十
九
日

の
修
了
式
後
は
、
各
職
種
部
隊
の

後
期
教
育
へ
と
羽
ば
た
い
て
行
く
。

戦闘訓練

大きな掛け声でハイポート

第
二
教
育
団
廃
止
に
伴
い
、
団

友
の
会
も
「中
部
方
面
混
成
団

友
の
会
」に
名
称
を
変
更
致
し

ま
し
た
。

従
来
の
「ぴ
よ
ぴ
よ
」も
、
新

た
に
「か
け
は
し
」と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

今
後
も
今
ま
で
と
同
様
に
ご

愛
読
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。団

友
の
会
事
務
局

武器訓練

基本教練


